
 

・8月１２日(土)～１６日(火)はお弁当の準備をお願いします。園

でも気をつけて管理していきますが、暑い時期のお弁当ですの

で配慮をお願いします。尚、1４日(月)・１５日(火)はお盆特別

保育となっています。保育時間は 7時 30分～18時です。ご協力

お願いいたします。 

・地域の方より、タオルを寄贈していただきました。 

 

お誕生日おめでとう 

 

    

 

            

         

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

                                                                                                  

 

 

 

 

子育ての中で 
 

まだまだ立てない頃から保育園に通い始め言葉も「マンマ」しか話せなか

った入園時。登校するときはもちろん全開で泣いていました。 

 ひよこ組。家族以外でお友達や先生たちと長い時間を初めて過ごし、

色々な初めてを経験しました。りす組。まだまだ登校時は泣きます。公開保

育でも最初から泣き続け先生にベッタリで終わる頃にはじっと出来ずに裏

のほうで元気に走り回る。先生と遊ぶのが大好きになり家に帰っても先生

の名前が出るようになりました。現在うさぎ組。園の場所、居室の場所を教

えてくれながら登校し、別れ際に”待っていました”と言わんばかりに一生

懸命全力での「ばいばいい」を笑いながら元気にしてくれます。 

 一方家庭では、妹や父母に対して「こっち来て。」「一緒に○○しようよ」

「ダメだよ」など自分の感情が今こういう感情だ。というのが表現できるよ

うにもなって会話のキャッチボールが円滑にできるようになりました。つい

半年前は拒否宣言「イヤイヤ」でした。現在は冗談か遊んでいるか分から

ない「ヤダヨー。ベロベロベー。」という口調に変化しました。自分の大好き

な事に関しては「はい！」と一言。にこにこでジャンプが始まります。  

 保育園もあっというまの折り返し地点で残り 3年。もうすぐ妹も通うように

なり一緒に手をつないで登園する姿もイメージできるようになりました。年

２回の写真を見ただけでも保育園での生活がとっても楽しく過ごしている

のが分かります。泥んこ姿の満面の笑み。友達とのぞき込んで虫を見る姿。

友達や先生とならんで食べるご飯。残り半分どんな感じに成長するのが楽

しみです。今日はこんな傷が出来てと聞きますが。骨折するぐらい全力で

遊んでほしいです。 

うさぎ組 保護者 

 

  

        うさぎ組保護者    

 

園だより 

2 0 ２ ３ 年 ・ ８ 月 号 

ひ ま わ り 第 2 保 育 園 

℡ 2 3 - 5 9 7 8  F a x 2 3 - 7 6 5 5 

E- mail : dai2@h-himawari.net 

URL : 

http://www.w-himawari.or.jp/ 
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りす組 ２歳 

 かずき       １９日 

アギ        ２３日 

 ふうか       ２７日 

くま組 ４歳 

  ひかり     27日 

 

大切にしたいこと 

現在子どもを取り巻く環境が変化し、メディアや情報の氾濫でそれ

ぞれの年齢の子ども時代をゆったりと楽しむことよりも、先へ先へと急

がされているように思えます。「乳幼児期は（人生の）土台作りの時

期」と言われます。土台は大人の目には見えにくいのですが、子どもた

ちは日々の生活や遊びの中で、水、砂、泥、生き物 等、いろいろな物

に触れ、五感を通して自らの身体で様々なことを感じ取っています。こ

の遊びの中で友だちとの関わりが生まれたり「なんでかな…？」「どう

したらいいのかな…？」と考えたり、自分の気持ちと葛藤しながら、成

長していきます。疑問に感じたり困ったことを大人が先に教えたり、困

らないように前もっていろいろしてあげることは、子どものためになって

いる様で、子どもが自分で考え判断していく力を奪うことになりかねま

せんね。 

園でも家庭でも子どもたちは生活していく一員です。年齢に合わせ

て一緒にできることを見つけ、家事を手伝ってもらうなど尊重できると

いいですね。 子どもとふれあい、短い時間でも絵本を一緒に読んで

共感する等、少しずつの関わりの積み重ねが子どもたちの心の安定

を生み、感性を豊かに育てていくことにもつながっていきます。 

「食べる・寝る・遊ぶ」シンプルですが、この生活まるごとを通して自

分で考え行動したり、身体を自由に動かす力が育ちます。保育園時代

は習い事など余剰な物は必要としていないのではないでしょうか。 

 私たち大人は、子どもたちが自然に身体を動かし、「今日は、楽しか

った～！」と言う子どもたちからの声を毎日聞ける、より良い環境を保

障してあげたいですね。 

 

お知らせ 

mailto:dai2@h-himawari.net

